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Fyはひとによるローレンツ力.

（イ（ロ
① 視点でローレンツ力を書いてみる.
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はBと平行な成分なので

（ひとによるローレンツ力）

に方向の運動方程式は
masc二GuyCOSA・B=fasciae（イ）

y方向の運動方程式は

⇐
爨：：：：：：：：
：：：- _ - 箚

*
州で闞説ではひではなく､ Bを分解して､ ひとBを直
交させて

州の闘います.どちらでもよいです。考えやすい方で考えましょう.
* 解説の図の北方向の力GuyBはおそらくGay BC o sAの
まちがいです.



1国続き
い）
ay=0となるときのひoを考える.
（ロ式 may=mgsi n 0 - E m BCOS日より

0 = m gs i n0-GaoB C o sA

f . ひ に813磕興いい）

（ニ（木
｡ 観測者が等速運動しているなら、観測者の加速度は0.
そうなると慣性力 は0といえ、 はたらく力は（イ）（ロ）のときと
変わらないのである.
よってai=ax. A y'=ay となるのだ .

｡ ローレンツ力の大きさは 地面から見た速度で考えるものであり、
qひBの ひにひでや ひらを代入するのは誤りである。

相対速度の式 だことなども より
ひ」に ひitひ。

同様に ひyをUy'で示すと. My'=ひy-0 より
ひy=ひy'

となる
これをGUBに代入したら ローレンツ力となる.

⇒ a 式 に d i d i ひy=ひy'を代入して
M a i = Guy'Bc o s A

（ロ式 に
a。=が、ひ5TEU.it#d？を代入して

may ' = m ys i n 0 - G（ひ itで）BC o sA
= mgsin0-f（ひ i t j e d ) B C o s A

-_-&ひで13050--11（木）



興続き
説明にある「円運動する物体の運動方程式と同じ」について
mai=Guy'B c o s A 考える｛
m
IT遝を

"

速度が90 0～～で速度と加速度がgo｡

!

円運動
の

特 徴

図で考えると

水を 孫燮；

!!
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.fi/
fTだが正のときは-9向き

が（結果びとでは90°になっている）

でy'が正のときはtx向き

円軌道を考えると、 a'の向きが円の中心向きなので
下図のようにかける.
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.fr？次の式では､ ここをWたと
して びをAとしている。

さて、 ひで=Asi nw t . ひy'=Ac oSw tとすると .
a i と a y'はこれらを従衯して
a，にAw c o sw t

. ay'-_-Aw s i nw t
となり、（ニ）式に代入する

m . A w c o s w t = G . A C os w t . B c o sA
品は

"!

、，a,



13回続き
* （へ）補
今回の場合.た0でひら=0なので
ひで=A c os u i t . ひy'=Asi nw t

とおいた方がよいのでは？と感じる.

（ト
円運動の速さがひ。'.角速度がwなので、
ひこrwより

にも = 。燕
-_-

!
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* 実際の軌道を書いてみると

. . こんな感じになる。

スライドしていく.ii.
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円の形が

※ 上図はひ｛>0のときの軌道.
ひどく0のときは円軌道の
上端からスタートとなるので

円運動の速さより、大きい速さで

目に見えない.


